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第１章 中期計画の策定にあたって 

 

◆１ 計画策定の趣旨 

公益社団法人草津市シルバー人材センターは、平成２８年３月に第１次の中期計画を策定して以来、令

和３年度からは第２次目となる「活き活きプラン（令和３年度～令和７年度中期計画）」をもとに計画的な

事業推進に取り組んできました。この度、第２次計画の終了年次に当たり、第３次中期計画を策定することに

なりました。 

少子高齢化が進み、地域社会の担い手として高齢者のより一層の活躍が期待される中、シルバー人材センタ

ーの果たす役割が重要なものとなっています。 

この計画は、人生 100 年時代を迎え、刻々と変化する社会情勢の中においても当センターがその役割を果た

し、安定的かつ継続的に事業運営を行っていくための基本的な方向性を示すために策定します。 

 

◆２ 基本理念 

 自主・自立、共働・共助のもと、高齢者が就業を通じて 

笑顔で 元気に 活き活き輝く地域社会の実現を目指します 

 １．働く意欲のある高齢者の就業を促進します 

 ２．これまでの知識や経験、能力を活かした就労に努めます 

 ３．多くの仲間とともに生きがいの充実を図ります 

 ４．心と体の健康づくりに努め、豊かな高齢期の実現を目指します 

 ５．地域活動への参画と社会貢献に努めます 

 

◆３ 計画期間 

 令和８（2026）年度から令和１２（2030）年度までの５年間 
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第２章 草津市シルバー人材センターの現状と課題 

 

◆１ 会員の状況 

 現状  

▸会員数は、令和 5 年度に 700 人を超え、その後も緩やかに増加を続けています。また、会員の男女比は、概

ね 7 対 3 の割合で男性の割合が高い状態です。（図表 1‐1） 

 なお、草津市の 60 歳以上人口の男女割合は同程度で、わずかに女性が多くなっています。（図表 1‐4） 

▸草津市の 60 歳以上人口に占める会員の割合（粗入会率）は 1.83％となっており、県内平均の 2.79％を

下回っています。（図表 1‐2） 

▸会員の年齢構成は、直近の令和 6 年度末では 75 歳～79 歳の区分が 32％、次いで 70 歳～74 歳の区

分が 29％を占めています。（図表 1‐5） 

▸会員の平均年齢は年々上昇しており、直近の令和 6 年度末では、男性が 75.4 歳、女性は 74.3 歳、男女

合わせて 75.0 歳となっています。（図表 1‐7） 

 

 
図表 1‐1 会員数（男女別） 
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図表 1‐2 粗入会率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1‐3 草津市６０歳以上人口             図表 1‐4 ６０歳以上人口（男女別） 
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図表 1‐5 会員の年齢構成（年度比較）                図表 1‐6 年齢構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1‐7 会員の平均年齢 
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図表 1‐8 入会・退会者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退会の主な理由（令和６年度上位５位） 

  ①本人の病気 34.9% ②加齢 17.5% ➂その他で就職 11.1% 

  ④家庭の事情（介護等）7.9% ⑤希望する仕事（就業機会）なし 6.3％ 

 

 課題  

  当センターの会員数はわずかに増加を続けているものの、改正高年齢者等の雇用の安定等に関する法律等

の影響を受け全国的には入会者が減少しており、今後の会員拡大は厳しい状況が見込まれます。 

▸入会促進に向けた広報活動 

  今後、会員数を拡大するためには、センターの魅力を効果的に発信していく必要があります。 

▸女性会員の増強 

  当センターの女性会員数は会員の男女比において、おおよそ全体の 3 割程となっており、会員拡大のポテンシ

ャルを秘めています。今後、女性会員を増やすために女性をターゲットとした入会促進と魅力ある活動を展開す

る必要があります。 

▸会員の満足度の向上 

  就業開拓等による就業機会の提供のほか、仕事以外の楽しみやセンターの魅力づくりに取り組み、新規会員

の入会促進と既存会員の退会抑止を図る必要があります。  
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◆２ 業務実績 

 現状  

▸受託（請負）事業および派遣事業の契約額全体では 5 年間で 10％の伸びをみています。令和 2 年度は

コロナ禍の影響を受け一時的に減少しましたが、その後順調に推移して令和 5 年度には過去最高の契約額と

なりました。また、受託および派遣の事業毎においては、就業内容に適した契約形態への見直しを進めている

ことで、契約額および受託件数ともに、受託（請負）事業が減少し、派遣事業契約は増加しています。 

（図表 2‐1、図表 2‐2） 

▸就業延べ人員と就業率は、受託（請負）事業と派遣事業をあわせた 5 年間の平均で、就業延べ人員は

284,944 人、就業率は 83.1％を推移しており、前述と同様に派遣事業は年々伸びを示しています。 

（図表 2‐3） 

▸令和 6 年度の公共・民間別事業実績の内訳は、一般企業等が 80.7%を占め、屋内外の清掃や品出し・カ

ート回収等の軽作業のほか、建物・駐車場の管理業務等、多岐にわたる職種を受注しています。また、個人・

家庭は 10.1％で植木剪定や除草、家事援助等があり、公共からの受注は全体の 9.2%で剪定、除草、そ

の他軽作業等の受託（請負）事業となっており、派遣事業の実績はありません。（図表 2‐4） 

 

図表 2‐1 契約金額の推移 
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図表 2‐2 受注件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2‐3 就業延べ人員・就業率 
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図表 2‐4 公共・民間別事業実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2‐5 事故発生状況 
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 課題  

就業を希望する会員に対し、就業機会を提供することは地域社会におけるセンターの重要な役割です。就

業開拓等による就業機会の創出、仕事と会員を結びつける仕組みを強化するほか、会員個々の特性を活か

しながら、安全で、いくつになっても活躍できる環境を整備する必要があります。 

▸様々な職種の就業開拓 

会員の平均年齢は年々上昇しています。一方で近年は女性の入会者が増加している傾向があることから、

高齢会員や女性会員それぞれが活躍できる就業機会等の環境を整える必要があります。 

▸マッチングの強化 

会員が希望する仕事や会員が持つスキル、特技等を的確に把握して迅速に就業に結び付ける環境を強

化する必要があります。 

▸独自事業の推進 

お客様からの就業機会を待つばかりでなく、会員のスキルや特技を活かした仕事を独自の創意と工夫により

企画し、自主的に行える事業の創出と普及を図る必要があります。 

▸安全就業と健康の確保 

安全は全てに優先する最重要課題です。安全意識の向上と事故防止のための取組が必要です。また、会

員の健康は安全就業に大きく影響することから健康状態の把握・健康増進を図る取組を行う必要があります。 

 

第 3 章 計画の詳細 

 

◆１ スローガン 

    「 はたらく喜び、つながる幸せ 」 
 
 

◆２ 数値目標 

区分/年度 
令和８年度 
（2026） 

令和 9 年度 
（2027） 

令和 10 年度 

（2028） 
令和 11 年度 

（2029） 
令和 12 年度 

（2030） 
会員数 

（人） 
745 770 795 820 845 

会員満足度 
（％） 

96.5 97.0 97.5 98.0 98.0 以上 

契約金額（千円） 
上:受託、中:派遣、下:合計 

受 158,767 
派 126,266 

159,200 
127,700 

160,500 
129,300 

162,200 
130,500 

163,800 
131,900 

計 284,000 286,900 289,800 292,700 295,700 
就業率 

（％） 
81 82 83 84 85 以上 

事故発生件数 傷害事故、賠償事故ともに「ゼロ」 
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◆３ 基本方針 

１ 会員の拡大と生きがいの充実 

２ 就業開拓と拡大 

３ 安全就業の推進 

４ 運営体制の充実強化・効率化 

 

◆４ 施策の方向 

 

 

 

●入会促進 

・会員拡大に向け、今後も定期出張説明会（フェリエ南草津、キラリエ草津）を継続して行います。また、

WEB 入会も増加していますので、ホームページの充実を図りシルバー人材センターの魅力を発信します。 

・女性にとって魅力あるセミナーと入会説明会を合わせた女性限定イベントを開催するなど、女性会員増加に

つながる取組を推進します。 

・新聞折込やチラシ、ポスター掲示等の広告媒体や掲示方法、関係機関と連携した PR 手法を検討します。 

・会員紹介制度を推奨し、会員自らによる仲間づくり（新規会員の拡大）に取り組みます。 

●退会抑制 

・加齢や健康状態、家庭の事情等で就業できなくなった場合でも、センター主催の講習会やボランティア、サー

クル活動等が継続できるプラチナ会員制度の周知に努めます。 

・フレンドリーショップの周知と充実に努めます。その他、会員から満足が得られる方策について調査研究します。 

●会員満足度の向上 

・就業以外の「生きがい」や「健康増進」、「仲間づくり」等を目的とした入会希望者も増加傾向が見られること

から、サークルや同好会活動の充実をはじめ、各種講座の企画、その他就業以外の楽しみの充実を図ります。 

 

 

 

●就業開拓 

・会員の就業希望の高い 1 日から数日の案内業務やモニター業務、内職、施設管理等の屋内軽作業等の

「体力が必要な仕事」よりも「手軽な仕事」の就業開拓を行います。また会員の高齢化や運転免許証返納

等の状況を鑑み、公共機関等との連携を強化して「身近な仕事」や「複数人」での就業できる環境を検討し

ます。 

●就業率の向上 

・会員専用サイト「Smile to Smile」等のデジタル媒体を介した迅速な情報提供・マッチングを強化するととも

に、面談形式の就業相談会等を開催し、会員の就業を支援します。 

●ハイスキル人材登録 

１ 会員の拡大と生きがいの充実 

２ 就業開拓と拡大 
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・会員が就業に活かしたい資格や経験を登録し、ホームページで公開するなど、求人中の事業所とのマッチング

を図ります。 

●独自事業の推進 

・会員講師による講座や、野菜・手芸品の販売等、これまでの経験や趣味を活かした独自事業を推進します。 

 

 

 

・会員の安全就業はシルバー事業推進の前提でもあることから、傷害事故、賠償責任事故ともに「ゼロ」を目

指します。これらの達成のためには「安全意識」と「安全対策」の双方の推進が必要であり、これを念頭に会

員や役員、職員全ての課題として取り組みます。 

・安全パトロールをはじめ、安全に関する研修会や講習会等を実施し、会員の安全就業の意識や技能の向

上を図るなど、事故防止に取り組みます。 

・安全就業適正委員会会報「お元気ですか」や広報「ふれあい」の紙面を活用し、「安心・安全」に関する記

事掲載を継続的に行うとともに、ホームページや「Smile to Smile」を活用し、事故の発生状況や事故を防

止するための注意喚起を行います。 

・熱中症予防や感染症等の健康管理への対応は「安全・安心」にもつながるもので、正しい理解や適切な対

応ができるよう必要な取組を進めます。特に夏季においては、気温の上昇等を考慮した就業時間や休業日

を設けるなどの就業体制を柔軟に行います。 

 

 

 

●運営体制の充実強化 

・「自主・自立、共働・共助」理念の下、総会、理事会、各委員会、地域班活動の充実に努めるとともに、会

員自らの主体的運営を目指します。 

・毎年度の事業計画や収支予算については、各委員会での新規・拡大事業等の検討を経て理事会で審議

するなど、企画段階から会員の主体的な事業参画を図ります。 

・会員、役員、事務局が協働・連携して公益社団法人としてのコンプライアンスを遵守し、適切な会計処理、

各種センター事業を推進します。 

・安定経営を推進するためインボイス制度の財源確保に向けて引き続き対応策を検討します。 

・経営基盤の強化、業務の効率化のため、センター事業全般のデジタル化を推進するとともに、会員のデジタ

ル活用を推進します。 

●会員活動の充実 

・就労を通じた生きがいづくりや社会参加に加え、「社会貢献」の取組も重要であり、地域に根差したボランティ

ア活動の積極的な勧奨に努めます。また、⾧年蓄積された知識や経験等、高齢者ならではの特性を活かし

た社会貢献活動を検討します。 

 

  

３ 安全就業の推進 

４ 運営体制の充実強化・効率化 
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草津市シルバー人材センター　組織図

　　植木剪定班 　　志　　　津 広報編集委員会

　　機械刈除草班 　　草　　　津 安全就業適正委員会

　　草津第二 会員拡大委員会

　　矢　　　倉 就業開拓委員会

　　老　　　上 事業運営委員会

　　玉　　　川 　

　　山　　　田

　　笠　　　縫

　　笠  縫  東

　　常　　　盤

　

総　会

理事会監　事

職群班（２） 地域班（１０） 委員会（５）

事務局
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